大学におけるアダプティブキャリアプログラムの一考察 ──教育と学習の協調によるアクティブラーニング── by 堀 眞由美
51総合政策研究　第25号（2017. 3）
大学におけるアダプティブキャリアプログラムの一考察
──教育と学習の協調によるアクティブラーニング──
Study of Adaptive Career Program in the University:
Active Learning by the Collaboration of Education and Learning
Mayumi HORI
Abstract
　The attrition rate among college graduates in Japan during their ﬁ rst three years of employment is 
increasing. The signiﬁ cant gap between the readiness of college students and the qualities required for 
entering the workforce and sustaining employment is contributing to a national problem characterized 
by a growing number of students incapable of integrating into society. With a declining birthrate and 
aging population, Japan already faces an inevitable reduction in the workforce and the prospect of a 
shrinking economy. The population decline also means consumption is stagnating, which has caused 
structural changes in industries and economies resulting in further diversiﬁ cation and mobility of 
labour. Lifetime job security has become a remnant of the past, as employment conditions continue to 
dramatically change. With human power considered to be the most important resource in Japan, 
declining participation among youth in the workforce is a concerning trend that may lead to lower 
productivity. In order to cope with these issues, it is essential to provide Japanese students with career 
education that enhances their qualiﬁ cations for becoming highly capable professionals, and motivates 
them to enter the workforce. Today’s career education in Japan, however, has not been met with high 
levels of success, and often not offered as credit courses. This paper studies the collaboration of educa-
tion and learning from the adaptive learning viewpoint grasping the career program as the explicit 
knowledge by education and the tacit knowledge by the overseas program.
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得た個人の暗黙知とを融合し，教育と個人の学習
の協調による両者の結びつきをアダプティブラー
ニング（Hori, 2004, 2005, 2010, 2016）の視点から
考察をする．
１．日本のキャリア教育
　日本において「キャリア教育」という言葉が公
に登場したのは，1999年文部科学省（旧文部省）
の中央教育審議会答申「初等中等教育と高等教育
との接続の改善について」であった．日本のキャ
リア教育の必要性が指摘されたのは，比較的遅れ
てのスタートであった．この答申で，キャリア教
育を小学校段階から発達段階に応じて実施する必
要性とキャリア教育の実施には，家庭・地域と連
携し，体験的な学習を重視し，各学校で目的を設
定し，教育課程に位置付け計画的に実施するとい
う提言がなされた．その後，国では「若者自立・
挑戦戦略プラン」（文部科学大臣，厚生労働大
臣，経済産業大臣，経済財政政策担当大臣「若者
自立・挑戦戦略会議」2003年）で，「若者が自ら
の可能性を高め，挑戦し，活躍できる夢のある社
会」と「生涯にわたり，自立的な能力向上・発揮
ができ，やり直しがきく社会」を目指すべき社会
とし，キャリア教育の推進を掲げた．「児童生徒
一人一人の勤労観，職業観を育てるために」（2004
年）（文部科学省「キャリア教育の推進に関する
総合的調査研究協力者会議」2002年設置）が発表
された（「キャリア教育とは何か」文部科学省） 1）．
　中央教育審議会大学分科会では，2008年に学生
が入学時から自らの職業観，勤労観を培い社会人
として必要な資質能力を形成していくことができ
るよう教育課程内外にわたり，授業科目の選択等
の履修指導，相談，その他助言，情報提供等を段
階に応じて行い，学生が自ら向上することを大学
の教育活動全体を通じて支援する「職業指導（キ
ャリアガイダンス）」を適切に大学の教育活動に
位置づけることが必要であると提言している．職
業指導（キャリアガイダンス）とは，「各大学の
実情に応じて，社会的・職業的自立を図るために
必要な能力を培うために，教育課程の内外を通じ
は じ め に
　高等教育におけるキャリア教育の重要性が指摘
されてきてはいるが，キャリア教育の内容，手法
については，各大学では試行錯誤の段階であり，
様々な学生への対応が求められる．日本の大学を
卒業し３年後に離職する割合が増加傾向にあり，
大学から社会へのギャップが大きく，スムーズに
社会の一員に移行できない，適応できない若者の
増加は，社会問題にもなっている．少子，高齢社
会に突入した日本では，人口減少に伴い大幅な労
働力減少が予想されており，このままでは日本社
会が縮小していくことは目に見えている．産業・
経済の構造的変化や雇用の多様化及び流動化が進
み，終身雇用の慣行もなくなり，就職・就業をめ
ぐる環境が変化している．人材を重要な資源と考
えている日本にとって，働き手である若者の社会
離れは生産性の低下を招く原因として懸念され
る．このような状況への対応は，高等教育機関の
使命でもある．学生に職業人としての資質や能力
の向上，働くことへの関心・意欲の高揚を高めて
いくキャリア教育が求められるが，日本の大学に
おけるキャリア教育の現状を見ると，その教育水
準は低く，単位認定もままならないのが実情であ
る．
　第４次産業革命というデジタル革命により文部
科学省の教育政策も大きな変容をしようとしてい
る．デジタル革命による職業や働き方の変容に対
応する次の３つの教育が求められていると考え
る．１．グローバルに活躍できる人材を育てるグ
ローバル社会人基礎力の育成，２．アクティブラ
ーニングにプラスして個人の能力を伸ばすアダプ
ティブ（最適化）ラーニングの導入，３．授業で
学習した形式知を暗黙知と融合する教育．
　本稿では，総合政策学部で実施しているアクテ
ィブラーニングを取り入れた海外インターンシッ
プのキャリアプログラムでは形式知と海外研修で
協調によるアクティブラーニングの分析と考察
　 お わ り に
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て行われる指導または支援」と定義されている．
具体的には，大学が組織的，計画的な取り組みと
して入学時のガイダンス等の導入プログラムから
学生の適性，興味・関心等を踏まえ，履修指導等
においてきめ細かい指導・助言を推進すること，
また，職業指導（キャリアガイダンス）を充実す
ることにより，学生が安心して学び，自己の適性
や生き方を考え，主体的に職業を選択し，円滑な
職業生活に移行できるようにすることを指示して
いる．さらには，一般教育と専門教育とのバラン
スに留意した制度設計とし，社会的・職業的自立
に必要な能力等を義務教育から高等教育に至るま
で体系的に身に付けさせるため，キャリア教育の
視点に立ち，社会・職業とのかかわりを重視しつ
つ教育の改善・充実を図るように指示している．
就職活動では，学生の主体的・自律的選択が求め
られる時であり，職業指導（キャリアガイダン
ス）やキャリアセンター等による職業・就職に関
する情報の提供や相談体制の機能がとりわけ重要
になっていると述べている 2）．
　文部科学省によると「キャリア教育」とは，
「一人一人の社会的・職業的自立に向け，必要な
基盤となる能力や態度を育てることを通して，キ
ャリア発達を促す教育」としている．キャリア教
育は，特定の活動や指導方法に限定されるもので
はなく，様々な教育活動を通して実践されるもの
であり，一人ひとりの発達や社会人・職業人とし
ての自立を促す視点から学校教育を構成していく
ための理念と方向性を示すものである．「職業教
育」とは，「一定又は特定の職業に従事するため
に必要な知識，技能，能力や態度を育てる教育」
である．職業教育は，学校教育のみで完成するも
のではなく，生涯学習の観点を踏まえた教育の在
り方を考える必要がある．また，社会が大きく変
化する時代においては，特定の専門的な知識・技
能の修得とともに，多様な職業に対応しうる，社
会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる能力
の育成も重要であり，この能力は，職業に関する
教育を通して育成していくことが極めて有効であ
る」と定義している．
　文部科学省では，キャリア教育と職業教育の方
向性を考える上での重要な視点として，仕事をす
ることの意義や幅広い視点から職業の範囲を考え
させる指導を行うこと，社会的・職業的自立や社
会・職業への円滑な移行に必要な力を明確化する
ことを掲げている．そのためには，「基礎的・基
本的な知識・技能」「基礎的・汎用的能力」「論理
的思考力・創造力」「意欲・態度及び価値観」「専
門的な知識・技能」を，具体的には，「人間関係
形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能
力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能
力」を掲げている．
　文部科学省では，キャリア教育について，教育
課程の内外を通じて社会的・職業的自立に向けた
指導等に取り組むための体制を整えることが制度
に位置付けられたことも踏まえ，教育課程上の工
夫や有機的な連携体制の確保等，多様な取り組み
を推進していくこと，また，職業教育について，
重点を置く機能や養成する人材像を明確化し，職
業教育の充実を図り，職業意識・能力の形成を目
的としたインターンシップや課題対応型学習等，
実践的な教育の更なる展開をするように指示して
いる 3）．各大学，学部・学科等ごとに重点を置く
機能を明確にし，充実を図ることには，社会や地
域のニーズに応えながら変化するものであるか
ら，その機能は固定的なものではなく，各大学，
学部・学科等ごとに重点の置き方は異なるとも指
摘している．
　2008年９月諮問「中長期的な大学教育の在り方
について」を受けた審議を通じて，2009年「第一
次報告」で「学生の履修指導や就職支援」の中で
課題が提示され，「第二次報告」で大学教育の質
保証と学生支援の充実の観点から，職業指導（キ
ャリアガイダンス）を法令上に明確化することが
提言された．
　キャリアガイダンス（社会的・職業的自立に関
する指導等）に関する大学の取り組みの現状とし
て文部科学省が公表している事例を抜粋し挙げ
る 4）．
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ける外部講師によるキャリア形成経験を聞き，
社会・企業との関わりの中で自分自身を見つめ
直す．
〔特定学部・研究科の教員が，キャリア支援セン
ター等と連携して，キャリアや実社会の問題につ
いて専門的，集中的に講義〕
・ 大学（総合型の国立大学）：１～２年生対象の
講義「職業社会と資格制度」「進路と職業」に
より，経済・労働・教育訓練の具体的事例を取
り上げながら，学生が自己理解・啓発を深め，
将来の職業生活に向けた指針・展望を得る．
・ 大学（工学系の公立大学）：教養教育科目や専
門教育科目と別に，各種のキャリア形成科目を
開講．具体的には，働くことの意義やコミュニ
ケーションについて，グループ講義等を通じて
学ぶ「キャリア形成論」や事例に則して技術者
としてのモラルを学ぶ「技術者倫理」等を実施
する．
　各大学は独自のキャリア教育の導入が要請され
ているが，キャリア科目を必修科目として開設し
ている大学は，ここ数年で増加しており，全体の
49.5％となっている．特に私立大学の伸びが大き
い．しかし，各大学のキャリア教育の取り組みを
見ると，多くが講義形式である．大学を卒業し３
年後に離職する割合（32.3％）が増加傾向にあり，
大学から社会へのギャップが大きく，スムーズに
社会の一員に移行できない，適応できない若者の
現状から，働くことの意義やコミュニケーション
能力，社会順応能力，自己管理能力，課題対応能
力，キャリアプランニング能力等の教育と学習の
協調したアクティブラーニングが必要である．
２．総合政策学部海外ビジネス
　　インターンシップの取り組み
　2-1.　海外ビジネスインターンシップ概要
　筆者がコーディネーターをしている海外インタ
ーンシップ研修は，アクティブラーニングによる
学生の主体的，能動的学習により，認知的，理論
〔教育課程の全体を通じたキャリア志向の取り組
み〕
・ 大学（文科系の私立大学）：キャリア形成に必
要な能力（コミュニケーション能力，プレゼン
テーション能力，異文化理解能力，IT能力，
クリティカル思考等）を「卒業成長値を高める
『10の底力』」と位置づけ，全授業が，どの能力
を伸ばすかシラバスで明確にして実施．セメス
ター終了時に，学生は自己評価を行い，自らに
必要な基礎力を伸ばす．
・ 大学（社会学系の国立大学）：大学院を学生の
「キャリアデザインの場」と位置づけ，教員の
研究や教員の補完ではない，自立的研究者とな
る資質能力を育成する観点から，教育内容の充
実，就職・進学支援を体系的に実施．例えば，
博士後期課程の学生を対象とする「企画と実
践」は，海外研究者を交えた研究集会の企画運
営を行う経験を積む．
〔個別授業における教育方法の工夫改善を通じた
キャリア志向の取り組み〕
・ 大学（総合型の国立大学）：全学生が基礎科目
「情報」を履修し，情報に関する系統的な知識
と経験（情報社会人の基本的素養）を修得し，
希望する学生は「情報システム利用入門」で情
報システムの利用方法を履修する．
・ 大学（文科系の私立大学）：「企業倫理」の講義
を通じて，専門分野の知識を修得しつつ，ディ
スカッション能力，話す力，まとめる力等を養
成する．
〔幅広い職業意識の形成等を目的とする授業科目
（一般教育にキャリアや職業を対象とする科目を
設置，大学教員がコーディネーター，卒業生や外
部講師による体験伝達）の実施〕
・ 大学（総合型の国立大学）：学部２～３年生向
けの「キャリア形成論」において産業界，法曹
界等で活躍する卒業生によるシリーズ講義を実
施する．
・ 大学（総合型の私立大学）：「人材育成学」にお
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ーク研修を事例として紹介をする．
　ニューヨーク研修は，毎年２月初旬に８泊10日
で実施し，今回で４回目を迎える．今回の参加人
数は15名（２年生12名，４年生２名，大学院生１
名）である．日本での事前指導，事後指導，現地
でのグループワーク，ディベート等での取り組
み，帰国後の報告書により，２単位を認定する．
　本研修の目的は，教育と個人の経験等で獲得し
た学習を結びつけることである．海外で働くこと
を前提とし，単なる米国訪問の海外研修とは異な
る．
　研修先は，学生が将来海外勤務となった場合の
勤務形態と接触しなくてはならない以下の３つの
カテゴリーに分類し実施計画を策定した．さら
に，駐在者の講話や現地の異業種交流会に参加す
ることにより海外でのビジネスマナーやコミュニ
ケーションスキルを獲得することを目標とする．
　１ ．日本企業に出向，現地駐在，日本大使館，
JETRO
　２．現地米国法人企業に勤務
　３ ．完全な米国企業，国際機関，現地大学，現
地文化施設，独立起業
　本研修は，これら３つのカテゴリーを短期間に
訪問，見学し講義を受け，将来，学生がどのよう
なシチュエーションになっても，この３つのカテ
ゴリーを一度に網羅することができることに本研
修の優位性がある．
　本研修の目的を鑑み，グローバル化を視野に入
れ，目的意識やチャレンジ精神を醸成し，メディ
ア先進国である米国，クリエイティブシティとし
てのニューヨークで，国連をはじめ現地の企業や
弁護士事務所等を訪問する．現地で働いている人
から直接話を聴き，職場見学を通じて，ビジネス
の現状や海外で働く意義を学び，自分の将来計画
に役立てる．様々な階層の人種が混在するニュー
ヨークで専門性が重要視されることを体験し，ク
リエイティブ，個性や特色を持つことの重要性に
気づく．さらには，情報通信技術の進展による
Social Media 等の利活用が，米国ビジネス社会の
基盤となり，既存メディアの衰退の原因を探り，
的，社会的能力，教養，知識，経験を含めた汎用
的能力の育成を図る．発見学習，問題解決学習，
体験学習，調査学習等が含まれ，日本での事前指
導や現地企業でのグループワーク，ディベート
等，帰国後は，研修のフィードバックを行い，次
の各自の目標設定を計画する．
　総合政策学部では，本研修は2008年からスター
トし，これまでにカリフォルニア研修２回，フラ
ンス研修１回，サンフランシスコ研修２回，ニュ
ーヨーク研修４回実施し，参加学生総数は69名
（2016年９月時点）である．
　参加条件として原則「ビジネスコミュニケーシ
ョンⅡ」の講義を履修し，単位取得予定の学生の
中から参加者を募っている．「ビジネスコミュニ
ケーションⅡ」では，ビジネスコミュニケーショ
ン力が，国際的なビジネスシーンで活躍する人材
の基本要件として重要な位置を占め，多様な国
籍・文化を背景にもつ同僚や顧客との円滑なコミ
ュニケーションを図る上で欠くことのできないビ
ジネス・スキルであることを学ぶ．さらに，グロ
ーバル化の進展によりトヨタや日産等の日本の有
力企業の売上の70％以上が海外に依存するような
状況を踏まえ，海外でリーダーシップを発揮し活
躍できる人材育成のために必要な異文化コミュニ
ケーション能力，プレゼンテーション能力等の基
礎能力を学習する．国際ビジネスでの経験がある
講師が実践的に講義を進め，海外展開をしている
業界からゲストスピーカーを招き，講話も取り入
れている．さらに，事前指導として希望者には，
都内のフランス料理店で国際プロトコルに精通し
た講師より講義を受けながら，フルコースの食事
でテーブル・マナー研修を実施している．
　参加学生には，出発前の事前研修，事後報告等
を実施している．現地でのスケジュール変更，連
絡方法等は，Facebookのグループ機能を利用し
ている．
　2-2.　2016年度海外ビジネスインターンシップ
（ニューヨーク研修）
　本研究では，最新の2016年２月実施のニューヨ
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注意事項の説明があり，その後全体のスケジュー
ルの詳細を説明した．
午後：カテゴリー３の国際機関である国連ツアー
に参加した．特別の計らいで日本語でのツアーに
より３つの大会議場と平和活動の展示場を見て，
各自様々な思いを抱いたようであった．
夜：カテゴリー３の完全なる米国企業で，ニュー
ヨークで今話題の参加型エンターテイメント The 
Ride ツアーに参加した．様々なジャンルのパフ
ォーマーたちが，市内街並みを舞台として，観客
がバスに乗車し移動しながら鑑賞する新しいパフ
ォーマンスの形である．全席道路側横向き着席，
ガラス張りで，まさに動く劇場である．市内を移
動しながら，２人の司会者による英語トークで盛
り上げ，突然路上でパーフォーマンスが始まる．
観客も巻き込んだエンターテイメントである．
2020年東京オリンピックに向けて，東京での The 
Ride ツアーを計画中とのことである．東京では
様々な規制があり，実現には遠い道のりかもしれ
ないが，新たな観光産業の火種となることを期待
ビジネスの将来像の理解に役立てることを念頭に
スケジュールを組んだ．
　2016年度のスケジュールは，以上の通りである
（図表１）．
　スケジュールの訪問先，訪問相手を先に掲げた
３カテゴリーで分類し説明する．
１日目
時差調整もあり，各グループで視察する市内商業
施設（カテゴリー３）をあらかじめ決めて，事前
調査を行い，その予定表を提出させた．
２日目
午前：現地コーディネーターの板越氏（中央大学
大学院総合政策研究科 OB）は，ニューヨーク在
住の国際経営コンサルタントで，現地および東京
で起業をしており，カテゴリー３の独立起業に分
類される．職場である Global Labo を借りてオリ
エンテーションを実施し，板越氏より自己紹介，
最近の日本人を標的にした事件等具体的な事例，
図表１　2016年海外インターシップスケジュール
１日日　　終日 各自市内商業施設視察
２日目　　午前 オリエンテーション
　　　　　午後 国連ツアー
　　　　　夜 The Rideツアー（参加型エンターテイメントツアー）
３日目　　午前 Moses & Singer弁護士事務所　講義＆グループワーク
　　　　　午後 コロンビア大学　大学説明＆キャンパスツアー
４日目　　午前 日本領事館表敬訪問　講話
　　　　　午後 JETRO（日本貿易振興機構）講義
　　　　　夜 ゲストスピーカー　講話
５日目　　午前 Bloomberg見学＆講義
　　　　　午後 国連日本代表部　講義
　　　　　夜 PwC（Pricewaterhouse Coopers）ディベート
６日目　　午前 Alexander Technique（アレクサンダー・テクニック）講義＆レッスン
　　　　　午後 講談社　講義
　　　　　夜 異業種交流会　参加／ USA Canon会長　講話
７日目　　終日 各自文化施設訪問
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日本の飲食店が初出店すると，ターゲットにされ
てしまう．レストランは金回りがよく，判例法に
当てはまるケースが多い．しかも新規参入で判例
を知らないので対策のしようがない．現在，アメ
リカではトランス脂肪酸を排除する活動が行われ
ている．その発端となったのはトランス脂肪酸に
よって父を亡くした遺族が起こした裁判である．
ペプシはこの裁判の動向に注目し，いち早くトラ
ンス脂肪酸不使用の食品を発売した．アメリカ企
業にとって裁判は企業イメージを左右する重要な
戦略のひとつとなっていることを学んだ．多くの
弁護士が，簡単に利益回収が可能なターゲットを
探していることを思うと，裁判における正義の追
求はほとんど存在しないように思われるので，正
義の追求を体現したようなトランス脂肪酸や宗教
に関わる裁判の事例が学生には興味深かったよう
である．
午後：カテゴリー３の現地大学，コロンビア大学
を訪問し大学院のガイダンス等の授業を英語で受
けた．本研修コーディネーターの愛場先生が，コ
ロンビア大学大学院で修士号（英語教授法）を取得
しているため大学院の同コースに働きかけてくれ
て実現した．将来，留学希望の学生もいるので授
業風景やキャンパスツアーは良い刺激となった．
４日目
午前：カテゴリー１の日本領事館を訪問し，日本
大使を表敬訪問させていただいた．そのあと，領
事より領事館の役割や米国大統領選の最新動向，
ニューヨークで日本人旅行者が被害にあう最近の
ケースの講義を受けた．領事館が，日本人の安全
確保や米メディアを通して日本文化や政治を紹介
し，日本と米国のかけ橋となって様々な役割があ
ることを学んだ．
午後：カテゴリー１の経済産業省の現地法人であ
る JETRO（日本貿易振興機構）を訪問した．日
本企業がニューヨークでビジネス参入することを
サポートする公機関 JETROで，所長の横田氏よ
り米国の知的財産について講義を受けた．日本企
業がニューヨークでビジネス展開をする上で準備
したい．The Ride ツアーに参加した学生のコメ
ントに「ジャズ鑑賞やブロードウェイミュージカ
ルなどニューヨークにはレベルの高い芸術やアー
ティストが多くいる．アーティスト一人ひとりの
価値が高く，待遇が手厚いニューヨークでは，そ
れだけ成功すればアーティストも暮らしやすいで
あろう．だからこそ，競争が激しく，アーティス
トとして成功するには厳しい世界であり，アーテ
ィストもプライドとプレッシャーをもって自らの
技を極める．その分ふるいにかけられレベルの高
い人々が多く集まることでニューヨークでの芸術
の質はさらに向上し，洗練されたパフォーマンス
を見ることができる．」と考察した学生がいた．
実際に現場に来て，自分の目で見ることにより，
認知的，理論的な見方を学習することができると
実感した．学生達は，スケジュールの合間をぬっ
て，ジャズや美術館，ミュージカル鑑賞を堪能し
ニューヨークの醍醐味を味わった．
３日目
午前：カテゴリー２の現地米国法人企業Moses 
& Singer弁護士事務所でオフィス見学と講義を
受けた．米国で弁護士の資格を取得した日本人弁
護士内藤氏から，米国には弁護士の数が多く，裁
判大国アメリカの訴訟について実例による異文化
の講義を受けた．ペナルティ制度やコモン・ロー
の存在，連邦法・州法・市法が存在し，ペナルテ
ィは，金銭的損害を被告側にもたらし，その金額
が国ではなく原告側に渡されるため，訴訟を増や
す原因にもなっている．州法などの存在によって
米国における違法と合法の境が曖昧になってお
り，米国において訴訟がメディア的な側面も持つ
ので，訴訟が一般公開される米国では裁判の成り
行きによっては，企業の商業戦略の指針にも成り
得る．日本の裁判に対する考え方とは全く異な
り，裁判が交渉手段の一つと捉えられている．日
本の場合，和解が不可能なため裁判を起こすが，
アメリカは裁判を起こさなければ話し合いが不可
能である．裁判全体の98％が和解と聞き驚いた．
アメリカではよくレストランが訴えられる．特に
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あらゆる問題に対して最善の情報を提供してきて
いる．円滑で迅速な個別チャット，SNS，メール
で顧客サービスに対応している．会社概要に続
き，仕事のやりがい，学生時代に将来に向けてし
ておくべきことや就職活動について話をしていた
だいた．オフィスは，オープンカフェが24時間開
放され，飲食も無料で利用でき，日本の企業との
働く環境の違いに学生達は驚いていた．
午後：カテゴリー３に国際機関である国連に所属
する日本代表部を訪問した．責任者より国連の概
要をはじめ，国際的機関の存在意義や今後の活
動，日本の役割について講義を受けた．国連は，
「平和と安全」が最大目標であるが，解決に関し
ては多数決により意思決定をする．現実的に考え
てある程度の妥協をして問題解決に向けて進んで
いくが，多数決によって結果として虐げられた側
の意思をどうしていくのかが問題の本当の争点で
あるように感じるとコメントする学生がいた．IS
問題に関しては，人々が過激思想に走ることを防
ぐための対応が議論されているとのことである．
確かに中東だけでなく ISを支持する若者が，世
界各国に存在している現状下では，いかにしてそ
れを防ぐかが重要であろう．日本が，核兵器廃絶
やその非人道性を訴える一方で，核兵器使用禁止
条約を棄権するなど核兵器保有国に配慮し歩調を
合わせるような態度をとってきたが，今後，被爆
国として本当の意味での核廃絶運動の先頭に立つ
ことを願うという学生のコメントが印象的であっ
た．次期国連事務総長の話題もあがった．
夜：カテゴリー３の米国企業，PwC（Price water-
house Coopersコンサルタント会社）を訪問し
た．田中氏は， 中央大学法学部 OBで PwCのマ
ネージャーとして活躍している．田中氏と同僚の
米国人社員２名から英語によるディベートの指導
を受けた．あらかじめ学生は，日本を出発する前
に用意された３社のアメリカに進出している日本
企業の英文記事を日本で熟読するよう指示され
た．当日は，グループワークで英文記事の企業の
問題点を浮き彫りにし，新しいアイデアを出しあ
い，コンサルタントとして課題を発見し，提案を
からリスク等も含めて情報提供を行う機関であ
る．米国では日本と比べて特許に関する価値がと
ても高く，特許に関する裁判は高額であり，様々
な特許に関する訴訟を利用して利益を生み出す企
業の存在を学んだ．また，企業の海外進出の成功
の鍵として，シンプルさから離れすぎず，いかに
ターゲットとする市場のトレンドを取り入れアレ
ンジしていくかを学んだ．
夜：Global Laboにて，ニューヨークで活躍して
いる様々な経歴を持つ日本人３名（ミキハウス
USA，丸紅 USA）から，海外で働くことの魅力，
試練，やりがいや学生の今後の進路や就活に役立
つ話を伺った．３人共カテゴリー２の現地米国法
人企業に分類される．国同士のつながり，異文化
理解，やらないことの後悔，米国社会でのMBA
（Masters of Business Accommodation）の重要性
等，３人のゲストからのメッセージに学生は熱心
に耳を傾け，メモをとっていた．アメリカで成功
するには，スペシャリストであることに加えて，
どのような人とビジネスをするか，どのような人
と出会うかも重要である．スペシャリストたちが
ビジネスをすることは，小さな単位で仕事をして
いるケースも多く，そういった人たちとの出会い
によってビジネスは転がってゆく．１人のビジネ
スパーソンとして仕事をするということは，同じ
く１人でいる人々の中からパートナーやクライア
ントを探すということであるという企業のトップ
からの話は印象的であった．
５日目
午前：カテゴリー３の米国企業 Bloomburg（大
手総合情報サービス会社）を訪問し，現地社員よ
り英語で説明を受け，社内を見学させていただい
た．その後，Bloomberg勤務の日本人より金融
情報会社として様々な金融に関する情報を投資家
や企業に提供し，社内には独自のテレビ局も設置
され，メディアとして番組も持ち，そこから様々
な経済，金融情報を発信，公開している講義を
PCが備わった特別研修室で受けることができ
た．Bloombergは，専門家を多岐にわたり集め，
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解のある街であると力説された．さらに，事務所
の力が強く，１人ではビジネスをするのが難しい
日本とは異なり，ニューヨークではアーティスト
のための労働組合が存在し，練習にも給料が支払
われること，日本のように「先生」と崇められる
振付師がダンサーに注文をつけるのではなく，ダ
ンサーが振付師を作品に欠かせない重大な人材と
して感謝することなどを理由として挙げ，アーテ
ィストが１人のビジネスパーソンとして活躍でき
るのは，ニューヨークの魅力の１つであると熱く
語って下さった．さらには，ニューヨークで活躍
する理想像と大きい試練，ビジネススタイルの変
容，様々な人々をターゲットとするスタイリン
グ・アドバイザーのやりがいと葛藤等，学生達は
熱心に耳を傾けていた．
午後：カテゴリー１と２の中間にある講談社
USAを訪問し，講談社 USA COOの作田氏（現
地法人２社も経営）より日本と米国の出版社から
市場に出る流通ルートの違いや日本と米国での漫
画の発売日のブランクを埋める為に重大な役割を
担う電子書籍の最新情報について講義を受けた．
また，技術の発展とともに深刻になっているコミ
ックの海賊版の存在や米国で声優や俳優による書
籍や漫画の読みきかせのオーディオ書籍の市場を
作る動きがあり，車社会の米国で書籍を読む時間
が少ない消費者にターゲットをあてる新たな取り
組みに，学生達は，車社会米国ならではの最新情
報を熱心に学びメモを取っていた．
夜：Global Laboで，毎月１回開催されている
NY異業種交流会に参加した．カテゴリー１の現
地日本企業 CanonUSA CEO足達氏をゲストスピ
ーカーに迎えて，技術の発展によって豊かになっ
ていくだけではなく人間的に退化する状況を，
「適者生存」という概念を提示して，今の時代を
どううまく適用していくか，どうすれば自分は世
界とうまくかかわることができるのかを熱く講演
してくれた．足達氏は，中央大学の OBでもあ
り，後輩の学生達のニューヨーク訪問を大歓迎し
てくれた．日本でもなかなか会う機会のない大先
輩の講話を聴くことができ，また参加した大勢の
して解決するかというシュミレーションを行っ
た．グループワークでは，GM社が配車サービス
会社 Lyftと提携し自動運転技術に注力という英
文記事に対して，あるグループでは「GM社が５
年以内に利益を拡大するには」をテーマにディス
カッションを行った．あるグループは，「コスト
削減のためにライン生産を一国内のみにするこ
と」や「Lyft社と合同でレンタカー事業に参入し
てはどうか」という提案が出され，その後グルー
プごとにプレゼンを行った．企業の状況に応じて
多角的にアプローチし，最終的にベストの策に絞
り，企業の利益を考えた策をクライアントに納得
してもらうコンサルタントの仕事の難しさと，そ
の仕事に取り組む自分達の先輩の姿に尊敬の念を
抱いた学生が大勢おり，今回のグループワーク，
プレゼンはすべて英語で実施されたので大変な作
業だったが，非常に有意義なセッションだった，
スペシャリストによる実際の仕事を体験すること
ができたという感想が多数あった．
６日目
午前：カテゴリー３の現地で学び，プロとして独
立して仕事をしているニューヨークでアレクサン
ダー・テクニック手法による俳優やダンサー，モ
デル，高齢者等のスタイリング・アドバイザー
（ウォーキング，姿勢等の指導）をしている松本
直子先生（Movement Republic Inc.主宰）から講
義と実技を受けた．アレクサンダー・テクニック
とは，心身の不必要な自動的反応に気づき，それ
をやめていくことを学習する方法である．松本先
生には，以前にも中央大学にゲストとして来学い
ただき，今回の研修に参加した学生の多くがその
レッスンを受けており，１年ぶりの再会となっ
た．長年ダンサーとしてショービジネスに携わ
り，スタイリング・アドバイザーに転身した松本
先生は，現在はモデルとしてもニューヨークで活
躍しており，講義のあと実技指導もしていただい
た．講義では，ニューヨークはスペシャリストの
街であり，自分が何においてなら世界一であるか
が極めて重要で，アーティストに対してかなり理
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　参加学生の報告書からコメントを一部抜粋し紹
介する．
・ 米国では独自のアイデアや個人の才能を重視し
ている国だという考えに至った．米国は日本に
比べて実力主義であるという印象を持っていた
が，それはこの知的財産が高い価値を持つとい
う点にも表れていると思う．松本直子先生がお
っしゃっていた「アーティストに対しての価値
がとても高い」という話にもつながるが，個人
が作り上げたもの，生み出したもの，個人が努
力して成したものは評価され米国でのサクセス
ストーリーや貧富の差が生まれやすいのではな
いだろうか．
・ 米国の特許審査のレベルが低く，成るべきもの
が特許を与えられず，ならなくて良いものが特
許を与えられるという現象が起きているという
点は，とても興味深かった．米国では，実力が
あるからといって，正当に価値が認められるわ
けではないようである．それは米国において特
許申請されるものが多すぎることと，特許取得
の基準が曖昧であることが原因なのではないか
と思った．
・ JETRO所長横田さんの日本の商品や技術をい
かに海外に売り込むかというお話がとても興味
深かった．「日本の商品をそのまま売るのでは
なく現地に合ったものにスタイルを変える」と
いうお話を聞いた時は，正直それは当たり前な
のではないかと思った．しかし実際ニューヨー
クで成功した日本商品のデザインの変貌や宣伝
の仕方をお聞きし，思っていた以上に「現地に
赴き現地のトレンドを感じる」ことがいかに難
しく，重要であるかという事が分かった．人種
のるつぼであるニューヨークで売れた商品は世
界でも売れると横田さんはおっしゃっていた
が，個人で好みがあるとしてもやはり人種や文
化を超えて多くの人々が魅力に感じるのは「シ
ンプルさ」なのである．このシンプルさがグロ
ーバルの基本なのだというお話からとても納得
した．実際にニューヨークで成功しているユニ
クロやMUJIも根底にあるものは「シンプル」
異業種の在ニューヨーク日本人との交流は，学生
にとって貴重な機会となった．ビジネスや生活等
の情報交換だけではなく，多文化社会で文化を共
有しあう人たちが集まるこのような異業種交流会
は，講演終了後の立食式パーティも含めてビジネ
スのみならず帰属意識の形成にも大きく寄与して
いるのではないかと学生からの感想があった．
７日目
各グループごとに訪問したい文化施設等（カテゴ
リー３）を事前調査し，事前に届を出してグルー
プ行動となった．
８日目
帰国の途についた．
　事前指導時から現地においても，連絡手段とし
て，Facabookのグループ機能を利用した．毎晩10
時には，全員宿泊先の部屋に戻っていることと
し，各自，FB上に無事を通知することにした．初
日は時差ボケもあり，報告を忘れた学生もいるが，
翌日以降は，全員毎晩無事の報告を確認できた．
　現地空港到着後，宿泊先への移動手段は，以前
はバンサービスを事前に依頼をしたが，時間通り
に来なかったり，人数分乗車できるバンが来なか
ったりとトラブルがあったために，近年は往復共
タクシーを利用している．初日に，Global Labo
まで全員で移動し所在地の確認をした．その他の
移動は，徒歩圏内の会社も多く，少し離れた場所
へは，地下鉄を利用した．宿泊先の近辺には，イ
ンターネットカフェやスーパーマーケットもあ
り，その場で食べることも宿泊先にテイクアウト
もできる．しかし，約10日間３食外食となり，寒
さも重なり，体調不良の学生も数名出た．現地で
は，野菜等多めにとりバランスよい食事と充分な
睡眠による自己体調管理が必要である．
　また，今回の研修では，限られた時間内でグル
ープワークの結論（まとめ）を出すトレーニング，
英語での基本的なスピーキング力，プレゼンテー
ションの練習，課題の事前研究が必要であった．
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た．そのようなことを仕事でこなすのは容易で
はないと思うが，とてもやりがいのある仕事で
あり，一つのトピックに対し自分の意見をすぐ
言える PwCの方々がとてもかっこよく見えた．
・ 一番思ったことは NYで働いている人達は，み
な情熱があって自分をしっかりもっているとい
うことである．私は，海外で働くには英語が並
み以上にできないとだめだと思っており，海外
で働きたいという夢はあったが，あきらめてい
る部分があった．しかし，いろいろな方々から
話を聞いて一番大事なことは，自分自身の人間
性であり，自分が行動すれば自分の将来はどう
にでも変わるということに気づいた．また人と
のつながりの大きさにも気づいた．それも自分
で動いていくことによって人との出会いはある
のだということも．
・ NY研修において，海外で様々な形で活躍され
ている日本人の方々にお会いすることにより，
自分のビジョンを思い描くうえで本当に良い刺
激を受けた．私は，将来やりたいことがはっき
りしているので，それをいかにして実現させる
か改めて考える機会になった．普段日本で生活
していては気付かないことや，自分の弱点に関
しても気付くことができたと思っている．今
後，自分に足りないものを補いつつ経験を積ん
で，ひとつずつ着実にステップアップしていき
たい．素晴らしい機会を与えてくださった先生
方，本当にありがとうございました．
３．アダプティブプログラムとしての
　　教育と学習の協調によるアクティブ
　　ラーニングの分析と考察
　本研究は，ビジネスコミュニケーションⅠ &
Ⅱで総合的に学習した成果を，ニューヨークで実
施した海外研修へ下記３つの基本方針に適用した
研究である．
　１ ．グローバルに活躍できる人材を育てるグロ
ーバル社会人基礎力の育成
　２ ．授業で学習した形式知を暗黙知と融合する
教育に関しては，本研究で過去３年間分の報
である．そのシンプルさから離れすぎずいかに
ターゲットとする市場のトレンドを取り入れア
レンジしていくことができるのかが企業の海外
進出の鍵であり，日本の企業に求められている
事なのだと思った．
・ 今回のニューヨーク研修を通して自らの将来の
ビジョンがよりクリアになったように思う．日
本とは全く異なる土俵のニューヨークで実際に
働く方々からのお話には多くの刺激を受けた．
・ 今回の研修で学んだ大きなことは，現地の空気
感や市場を自らの肌で感じること，人との繋が
りがとても大切であること，やりたい事をでき
るまでは諦めないことという事だ．Global 
Laboでの交流会で「自分の好きなことをひた
すらやればいいよ．今学生の身でもできること
は視点を変えればたくさんある．大きなことを
やろうとしなくていいから“そこまではやって
ないけど”という限界を作らないことが大事
だ」というお話をして頂いた．まさに自分はや
りたい事を実現させるための努力を，言い訳に
ならない事を言い訳にして何もしていなかった
のだと痛感した．今回の研修で受けた貴重な経
験を活かして今後の学生生活を有意義に過ごし
ていきたいと思う．
・ 仕事の面においても，自分の仕事に誇りをも
ち，やるからにはとことん突き詰める，という
スタイルが，国籍に関係なくニューヨークで働
く人々の共通点であると感じた．自分の強みを
見つけてからまた必ず訪れようと思える街であ
った．
・ 多くの方の話を聞いて共通していたことが，人
との出会いを大切にすることだった．人との接
点を広げる努力をすることが大事だということ
を学んだ．
・ ディスカッションで物事の原因や今後の提案を
話し合う上で，どうしたらこの会社は上手くい
くのかあらゆる視点で考えることを学んだ．私
たちが普段ニュースや雑誌の記事で見ているも
のは物事の結果であって，それについて深く考
えたことがなかったので，とても新鮮に感じ
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ー」を挙げている．
　これらのグローバル人材要件と筆者がグローバ
ル人材で必須と考える「国際プロトコル」を追加
した項目群（A～ R）と本研修の各訪問先の研修
内容および参加学生の報告書３年間分を精査し，
対照表で照らし合わせた（図表２）．研修内容
（① ～ ⑯）は図表３で提示した．次に，グローバ
ル人材の要件（A～ R）を，グローバル度・ドメ
スティック度，暗黙知・形式知別に点数化を行っ
た（図表４）．
　教育は形式知であり，大学で学んだこと形式知
を，本研修を通じて個人の暗黙知と融合させるこ
とができ，自分の学習として体系化していく．暗
黙知（Explicit Knowledge） 5）は，人間が暗黙のう
ちに知識として持っている，言語（文字）にでき
ない（またはすることが難しい）ものを意味す
る．記述不能な知識，説明することが難しい知識
は，暗黙知である．一方で，知識のうち，言葉や
告書・実施報告等により分析した結果であ
る．
　３ ．アクティブラーニングにプラスして個人の
能力を伸ばすアダプティブラーニングの導入
については，主として Facebookのグループ
機能等の Social Mediaを通じて個別指導を
行った．
　本研修をグローバル人材の要件から教育と学習
の協調による視点から考察を試みる．
　内閣府「グローバル人材育成推進会議 」（2011
年６月22日付け同会議「中間まとめ」より）でグ
ローバル人材の要件として，「語学力」「コミュニ
ケーション能力」「主体性」「積極性」「チャレン
ジ精神」「協調性」「柔軟性」「責任感」「異文化に
対する理解と日本人としてのアイデンティティ」
「幅広い教養と専門性」「課題発見・解決能力」
「チームワークと異質なものをまとめるリーダー
シップ」「公共性・倫理観」「メディアリテラシ
図表２　グローバル人材の要件と研修内容対照表
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯
Ａ 語学力 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎
Ｂ コミュニケーション能力 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎
Ｃ 国際プロコトル 㾎 㾎 㾎 㾎
Ｄ 主体性 㾎 㾎 㾎
Ｅ 積極性 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎
Ｆ チャレンジ精神 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎
Ｇ 協調性 㾎 㾎
Ｈ 柔軟性 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎
Ｉ 異文化対応能力 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎
Ｊ 日本人としてのアイデンティティ 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎
Ｋ 幅広い教養と専門性 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎
Ｌ 課題発見・解決能力 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎
Ｍ チームワーク 㾎 㾎 㾎 㾎
Ｎ リーダーシップ 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎
Ｏ 公共性・倫理観 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎 㾎
Ｐ メディアリテラシー 㾎 㾎
Ｑ プレゼンテーション能力 㾎 㾎 㾎
Ｒ 創造性・独自性 㾎 㾎 㾎 㾎
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図表３　研 修 内 容
①　The Museum of Modem Art (MoMA)，The New York Public Library，
　　ミュージカル鑑賞，ブランドショップ視察
②　国連ツアー
③　The Ride ツアー
④　Moses & Singer 弁護士事務所　オフィス見学と講義
⑤　コロンビア大学キャンパスツアー
⑥　日本領事館表敬訪問
⑦　JETROで講義
⑧　在ニューヨーク日本人ゲストスピーカー講話
⑨　Bloombergオフィス見学＆講義
⑩　国連日本代表部で講義
⑪　PwC（PricewaterhouseCoopers）でオフィス見学とディベート
⑫　Alexander Technique（アレクサンダー・テクニック）講義と実技指導
⑬　講談社 Kodansha USA Inc.でオフィス見学と講義
⑭　異業種交流会　キヤノン USA足達会長
⑮　Chelsea Market, Macys等の室内型複合施設視察
⑯　中央大学でのビジネスコミュニケーションの講義，事前・事後指導
図表４　グローバル人材の要件のグローバル度・ドメスティック度と暗黙知・形式知
グローバル度 ドメスティック度 暗黙知 形式知
A 8 2 5 5
B 8 2 5 5
C 10 0 3 7
D 5 5 5 0
E 7 3 5 0
F 8 2 3 0
G 5 5 5 0
H 5 5 3 0
I 8 2 5 5
J 2 8 4 6
K 5 5 3 7
L 5 5 5 5
M 5 5 5 5
N 5 5 4 6
O 3 7 5 0
P 5 5 4 6
Q 5 5 4 6
R 2 8 7 3
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トは，暗黙知もグローバル度も高い．カテゴリー
１の日本領事館表敬訪問（図表６の⑥）は形式知
が高い．カテゴリー１の JETROでの講義（図表
６の⑦）は，ドメスティック度がやや高い傾向が
ある．
　本研修内容が，学生個々人が形式知として大学
で学んだこと（教育）を，研修先での経験を暗黙
知と結びつけて，自分の学習として体系化をして
いく．本研修が，形式化と暗黙知との橋渡し役を
し，実践や体験を通じたアクティブラーニングに
よる本研修の研修内容が有効的であることがわか
る．
　日本の大学教育は，形式知化している授業が多
く，暗黙知化した体験学習は少ないのが現状であ
る．そのため，形式知化した授業を自分の主観的
ナレッジと結びつけることができていないことが
多い．形式知化した授業をベースに，実際に体験
したことが自分の暗黙知となり，暗黙知からまた
新しい形式知が生まれる．キャリア教育において
も，自分の中の暗黙知をいかに増やすか，高度化
できるかが重要となる．
文章，数式，図表，マニュアルなどによって表現
することができて，伝達や蓄積が可能な客観的・
理性的な知は，形式知（Explicit Knowledge）で
ある．
　この点数評価をもとに，研修内容（① ～ ⑯）
とグローバル人材の要件，ドメスティック人材の
要件を，暗黙知と形式知で点数化し，各々の合計
を算出した．その上で，暗黙知から形式知，グロ
ーバルからドメスティックを引き算し，各々の研
修内容の座標を算出した（図表５）．
　この数値を，グラフ上に暗黙知（Tacit Knowl-
edge）・形式知（Explicit Knowledge），グローバ
ル度（Global）・ドメスティック度（Domestic）
の座標で示すと，研修内容のほとんどが，暗黙知
とグローバル度の座標内に位置していることがわ
かる（図表６）．カテゴリー２の現地米国法人企
業Moses & Singer弁護士事務所での講義（図表
６の④）を見ると，グローバル度が非常に強い．
ビジネスコミュニケーションⅡの講義（図表６の
⑯）は，暗黙知もグローバル度も非常に高い．カ
テゴリー３の PwC（図表６の⑪）でのディベー
Explicit Knowledge
⑥
③
②
GlobalDomestic
⑤⑧⑭⑦
④
⑯
①
⑪⑫
⑬⑨
⑮
⑩
Tacit Knowledge
図表６　本研修内容の座標
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的，社会的能力，教養，知識，経験を含めた汎用
的能力の育成には，発見学習，問題解決学習，体
験学習，調査学習等が含まれ，学生の達成感を生
み出す．
　今後は，研修に参加した学生の卒業後の進路等
を調べ，本研修がさらにどのような効果，影響が
あるのか，後追い調査をすることにより研修内容
の充実を図りたいと考えている．
　海外でのアクティブラーニングによるインター
ンシップを大学生活の早い段階で取り入れ，自ら
の目標や進路を考えるきっかけづくりとし，３年
生以降の就職活動の社会的自立のベースとなるこ
とを期待したい．
注
1）　http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/　　　
shotou/023/toushin/04012801.htm, 文部科学省，
キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力
者会議報告書～児童生徒一人一人の勤労観，職業
観を育てるために～の骨子，2016/09/21参照
2）　http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/ 
chukyo4/houkoku/1288248.htm,文部科学省，「大
学における社会的・職業的自立に関する指導等
（キャリアガイダンス）の実施について（審議経
過概要）」，2016/09/21参照
3）　http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/ 
chukyo10/shiryo/attach/1300247.htm,文部科学
省キャリア教育・職業教育特別部会（第30回）配
付資料　2010年，2016/09/21参照
4）　http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/ 
chukyo4/027/siryo/attach/1287158.htm,文 部 科
学省，「キャリアガイダンス（社会的・職業的自
立に関する指導等）の法令上の明確化について」，
2016/09/21参照
5）　ハンガリー出身の物理化学者・科学哲学者のマ
イケル・ポラニー（Michael Polanyi, 1891-1976）
が著書『Personal Knowledge』（1958年）や『The 
Tacit dimension』（1966年）で示した「暗黙知
（tacit knowledge）」という概念を「我々は語るこ
とができるより多くのことを知ることができる」
と述べているのが原点である．
　本研修を通じて，形式知を暗黙知に，暗黙知を
形式知に結び付けることができ，そこから様々な
活動へと発展し新しい応用がきく．暗黙知から形
式知へ橋渡しができる仕組み，すなわち，形式知
だけではなく暗黙知も両方体験し，双方をうまく
組み合わせることが，本研修で可能となる．本研
修は，循環型＋双方型の学習形態として有効であ
ると言えるであろう．
お わ り に
　本研修に参加した学生の報告書から，想像以上
に，学生達は多くを学び，感じ，大変よい刺激を
受けた様子がよくわかる．参加した学生達は，ま
もなく就職活動を開始する．よいタイミングに自
らの今後を考える貴重な経験ができたと思う．
　日本の大学１，２年生のおよそ８割の学生が，
「希望進路についてまだ考えていない」という調
査結果を見ると，早期の大学におけるキャリア教
育が果たす役割は大きい．キャリア教育は，３～
４年生対象ではなく１年生からスタートする必要
があるだろう．多くの日本の大学では，キャリア
教育や就職支援がいまだ単位認定がない大学もあ
り，３～４年生になると学生自身もまた大学もキ
ャリア指導に本腰を入れるようになるが，大学入
学時点で，基礎科目の中に単位認定のキャリア支
援科目を設置し，さらには１～２年でアクティブ
ラーニングによるインターンシップも含めて，学
外でのキャリア教育も付随させつつ，きめ細かい
指導が求められる．
　学内でキャリア教育に取り組む大学は増えてき
てはいるが，まだまだ学生の参加度も少なく，内
容も検討の余地が多い．さらには，入学時から卒
業時までのトータルな位置づけがなされていな
い．筆者が取り組んでいるアクティブラーニング
による海外研修は，現地で活躍している人から直
接話を聴き，直接職場を見学し，グループワーク
の指導を受けるという貴重な機会であり，キャリ
ア教育のみならず自らの人生を考えるには，効果
は絶大であろう．アクティブラーニングによる学
生の主体的，能動的学習により，認知的，理論
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